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●
山
岳
部
の
創
部
と
現
在
の
部

員
数
は

矢
板
東
高
等
学
校
の
前
身
で

あ
る
矢
板
高
等
学
校
時
代
の
昭

和
三
十
二
年
に
創
部
し
ま
し
た
。

現
在
の
部
員
は
男
子
が
六
名

（
全
員
二
年
生
）
、
女
子
三
名

（
二
年
生
一
名
、
一
年
生
二
名
）

の
計
九
名
で
す
。
少
数
精
鋭
で

仲
が
良
く
、
男
女
の
隔
た
り
は

あ
り
ま
せ
ん
。

●
山
岳
部
に
入
っ
た
理
由

私
は
、
中
学
時
代
に
陸
上
部

に
入
っ
て
い
た
の
で
、
体
力
に

自
信
が
あ
り
、
そ
れ
を
生
か
し

て
好
き
な
山
登
り
を
し
た
い
と

思
い
、
入
部
し
ま
し
た
。

ほ
か
の
部
員
は
、
中
学
生
の

時
に
高
原
山
に
登
り
、
感
じ
ら

れ
た
達
成
感
か
ら
、
山
登
り
が

好
き
に
な
っ
た
と
言
っ
て
い
ま

す
。

●
練
習
は
ど
の
よ
う
に

週
二
～
三
回
、
二
時
間
程
度
、

大
会
と
同
じ
重
さ
の
歩
荷
物

（
ぼ
っ
か
ぶ
つ
）
を
背
負
っ
て
、

学
校
近
く
の
公
園

や
長
峰
公
園
の
階

段
で
上
り
下
り
を

し
て
練
習
し
て
い

ま
す
。

●
大
会
の
内
容
は

歩
荷
物
を
男
子

は
十
五
キ
ロ
グ
ラ

ム
、
女
子
は
十
二

キ
ロ
グ
ラ
ム
を
背

負
い
、
体
力
点
五

十
点
、
技
能
点
五

十
点
の
得
点
で
競

い
ま
す
。

体
力
点
で
は
、

区
間
で
の
時
間
を

競
い
、
技
能
点
で

は
、
天
気
図
作
成
、
地
形
図
や

現
在
地
を
見
て
の
読
図
な
ど
で

競
い
ま
す
。
ま
た
、
テ
ン
ト
設

営
や
炊
事
な
ど
も
審
査
さ
れ
ま

す
。

●
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は

男
女
と
も
良
き
仲
間
・
ラ
イ

バ
ル
と
い
う
こ
と
を
感
じ
合
い

な
が
ら
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
考

え
、
成
果
を
発
揮
で
き
る
よ
う

心
掛
け
て
い
ま
す
。

●
今
後
の
抱
負
は

目
標
は
県
大
会
で
優
勝
し
、

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
す
る
こ
と

で
す
。

ま
た
、
山
の
清
掃
登
山
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

（
Ｓ
・
Ｍ
）

矢
板
東
高
等
学
校
の
山
岳

部
は
、
今
年
六
月
に
行
わ
れ

た
栃
木
県
高
等
学
校
登
山
大

会
兼
第
六
十
回
関
東
高
等
学

校
登
山
大
会
県
予
選
会
で
男

子
は
団
体
四
位
、
女
子
は
団

体
一
位
と
な
り
、
十
月
に
行

わ
れ
る
関
東
大
会(

埼
玉
県

奥
秩
父
の
山
域
で)

へ
男
子
・

女
子
と
も
出
場
が
決
定
し
ま

し
た
。
関
東
大
会
へ
の
出
場

は
、
十
年
連
続
に
な
り
ま
す
。

山
岳
部
の
活
躍
に
つ
い
て

顧
問
の
関
谷
恭
弘
先
生
と
部

長
の
相
馬
佑
紀
さ
ん
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

体
力
勝
負
の
矢
板
東
高
等
学
校
山
岳
部

●
部
の
活
動
に
つ
い
て

一
九
九
六
年
に
創
部
し
、

現
在
の
部
員
数
は
十
一
名

(

一
年
生
五

名
、
二
年
生

三
名
、
三
年

生
三
名)

で

す
。部

活
動
は
、

毎
日
午
後
四

時
か
ら
七
時

頃
ま
で
部
員

全
員
が
精
力

的
に
体
を
動

か
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

顧
問
の
渡
辺
先
生
は
熱
心
に

指
導
を
し
て
く
れ
る
の
で
、

頼
り
に
し
て
い
ま
す
。

創
部
四
年
目
の
時
に
、
初

め
て
大
会
に
出
場
し
、
入
賞

と
い
う
成
績
を
収
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

●
次
の
大
会
に
向
け
て

十
月
一
日
～
二
日
の
二
日

間
に
か
け
て
行
わ
れ
る
「
ホ

ン
ダ
エ
コ
マ
イ
レ
ッ
ジ
チ
ャ

レ
ン
ジ
燃
費
競
技
全
国
大
会
」

に
三
台
の
出
場
を
予
定
し
て

お
り
、
も
ち
ろ
ん
優
勝
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
OB
の
先
輩
た
ち
も

部
室
で
一
緒
に
製
作
し
て
お

り
、
一
般
の
部
で
二
台
参
加

す
る
予
定
で
す
。

●
顧
問
の
先
生
か
ら

昨
年
か
ら
、
ふ
る
さ
と
ま

つ
り
と
軽
ト
ラ
市
で
製
作
し

た
SL
を
走
ら
せ
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
は
、

社
会
貢
献
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

部
員
の
み
ん
な
に

は
、
部
活
動
か
ら
得

た
経
験
や
知
識
を
、

将
来
の
夢
や
仕
事
に

役
立
て
て
ほ
し
い
で

す
。

（
記
者
の
コ
メ
ン
ト
）

機
械
技
術
研
究
部

は
、
卒
業
と
同
時
に

即
戦
力
と
し
て
就
職

で
き
る
ほ
か
、
進
学
に
お
い

て
も
技
術
・
知
識
が
役
立
っ

て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

設
計
・
デ
ザ
イ
ン
・
鈑
金
・

塗
装
な
ど
一
貫
し
て
も
の
づ

く
り
を
す
る
こ
と
が
で
き
、

や
り
が
い
の
あ
る
部
活
動
だ

と
思
い
ま
す
。

（
Ｋ
・
Ｈ
、
Ｍ
・
Ｗ
）

最
先
端
の
技
術
力
で
勝
負

と
ば
か
り
矢
板
高
等
学
校
機

械
技
術
研
究
部
は
、
今
年
八

月
秋
田
県
で
開
か
れ
た
ソ
ー

ラ
ー
カ
ー
の
全
国
大
会
「
ワ
ー

ル
ド
・
グ
リ
ー
ン
チ
ャ
レ
ン

ジ
」
五
時
間
耐
久
ラ
リ
ー
で

一
般
大
学
生
に
混
じ
り
十
九

チ
ー
ム
中
優
勝
、
ジ
ュ
ニ
ア

ク
ラ
ス
で
も
現
在
八
連
覇
中

で
す
。
な
お
、
製
作
す
る
ソ
ー

ラ
ー
カ
ー
に
使
用
し
て
い
る

パ
ネ
ル
は
、
地
元
の
シ
ャ
ー

プ
製
で
す
。

強
い
!!
こ
の
成
果
を
維
持

し
て
い
る
の
は
、
こ
の
部
で

十
八
年
、
他
校
で
四
年
、
計

二
十
二
年
の
キ
ャ
リ
ア
が
あ

る
渡
辺
博
顧
問
の
熱
い
指
導

の
も
と
、
部
員
一
同
の
努
力

の
た
ま
も
の
で
す
。
日
々
の

活
動
状
況
に
つ
い
て
、
渡
辺

顧
問
と
部
員
の
皆
さ
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

跳
べ
!!
矢
板
高
等
学
校
・機
械
技
術
研
究
部


